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Ⅰ 策定にあたって 

●１ 本市における観光振興の意義～本市で今、観光を考える理由

現在、日本国内では人口の減少、一人あたりの収入減少等が続いている。一方では、イ

ンバウンドの継続的な増加や、家計における余暇への消費意欲の高まりなどが見られ、地

域経済の活性化の手段として交流人口増加へのアプローチが可能な観光分野に対しての期

待が非常に高まってきている。 

このことは、政令指定都市を始めとした大都市についても同様の問題であり、本市にお

いて地域づくりの一環として「どうやって観光振興をするか？」を考えることは非常に重

要なテーマである。 

【観光消費額と北九州市における主要経済指標との比較（平成２３年）】 

●２ 観光振興プラン策定の趣旨～他の戦略との位置づけ 

「北九州市観光振興プラン」は、本市の基本構想・基本計画である「元気発進！北九州」

プランの産業面の取り組みを推進する「北九州市新成長戦略」のうち、観光分野について

の分野別計画として位置づける。 

●３ 観光振興プランの性格～何を大事にして計画を策定するのか

全国的な観光動向は、人口の減少、国民１人当たりの国内宿泊旅行回数、宿泊数の減少

傾向など下げトレンドである。また、近年の旅行者のニーズはかつての物見遊山的な観光

から地域らしさを求める傾向に移っており、今後リピーターを増やすためには、その地域

ならではの「食」や「ふれ合い」が重要であると分析している。 

そこで新プランでは、「門司」「小倉」「若松」「八幡」「戸畑」の「５つ」の歴史や文化、

各エリアに数多くある知名度の高い地域資源「門司港レトロ」「小倉城」「若戸大橋」「旧官

営八幡製鐵所」「旧松本家住宅」などに「ひと・ものがたり」を吹き込むことで、付加価値

の高い観光資源に磨き上げ、本市ならではの観光を演出することが宿泊客を中心とした交

流人口の増加・地域活性化に非常に重要であると考えている。今回は、各種調査に基づく

現状把握や産学官民の意見を踏まえ本市ならではの観光振興プランを策定する事とした。 

（億円） 観光消費額は、大型小売店販売額や生産

用機械器具の製造出荷額等には及ばない

状況であるが、食料品製造品出荷額等を

上回る。 

【資料】 

・主要指標、工業統計調査、 

・北九州市観光動態調査 
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●４ 観光振興プラン策定の手法について

国内外の観光動向などの調査実績が豊富で多様な観光関連データを保有する観光を専門

とするコンサルティング会社に会議の運営や現状把握調査を委託し下記の手順で観光振興

プランを策定した。 

【策定過程】 

①前回の観光振興プランの振り返り（課題の明確化） 

②本市の観光の現状や観光客のニーズ等を把握するために各種現状把握調査を実施し結

果を分析 

③本市及び全国的な観光動向等に見識のある観光アドバイザーや学識経験者で組織する

「観光振興プラン方向性検討会議」（以下、方向性検討会議）にて戦略及び方向性につ

いて検討 

④地元の観光関連団体・企業の実務を担う部・課長クラスで組織する「アクションプラ

ン検討ワーキンググループ」（以下、ワーキンググループ）を開催。「新プランの策定

＝本来業務に利益をもたらす」という当事者意識を持って具体的なアクションプラン

について検討 

⑤①～④を踏まえた上で、市役所内部での調整及び意見の集約  

【策定フロー図】 

客観的な現状把握と官民協働による本市らしい観光振興プラン策定の徹底 
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Ⅱ 本市観光を取り巻く環境変化と課題 

●１ 前回の観光振興プランの振り返り

前回の観光振興プランの概要 

策定の際は「新北九州空港の開港」

や「東アジア経済交流推進機構」によ

る新たな広域連携の枠組みが生まれ

るなど、観光の環境も大きく変化した

時期であった。これらの状況を踏まえ、

目標とする戦略的イメージを設定し、

重点取組みを含んだ「５つの集客戦

略」に基づく１４０の施策を策定し

「観光振興による地域経済の活性化」

に取り組んできた。 

数値目標に対しての結果 

観光客数２,０００万人達成という目標値については、プラン策定時までの観光客数の伸

び率の維持で達成可能と考えていたが、従前の観光客の増は大型集客施設を始めとするハ

ード整備に伴うものであったことや、平成 20年秋に発生した世界同時不況、国民一人当た

りの宿泊観光旅行数、宿泊数ともに減少傾向にあるなど厳しい状況から遠く及ばなかった。 

※観光客数の考え方については、２７ページ参照 

※施策の着手率について 

施策の着手率は 90％近くに達したに

も関わらず、施策ごとに目標設定や行動

主体が不明確であった事より目標値は達

成できなかった。 

（単位：万人）

実績値

目標値

予測値

区分 着手
（一部着手含む）

未着手 合計

施策数 123施策 17施策 140施策

割合 87.9％ 12.1％ 100％

ありたい姿と連動した目標設定および戦略・具体的施策が必要 
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・前回の観光振興プランからの要改善点と活かすべき取り組み 

前回の観光振興プランの要改善点として、以下の３点が挙げられた。 

これらの課題を踏まえ、今回策定した観光振興プランにおいては、次のように「ありた

い姿」（北九州市が６年後にどのような都市でありたいか）をゴールとして明確に置き、そ

の達成のために一貫する「コンセプト」（ありたい姿に近づくために何を活かしていくか？）

を定めた。 

その上で「ありたい姿」を基にした目標設定、戦略・具体的施策及び実施や進捗を管理

できる組織体制を敷いていくという考え方で進めることとなった。 
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●２ 本市観光を取り巻く環境の変化 

現在、世の中で主流となっている観光モデルとしては「着地型」「広域連携」「インバウ

ンド」の 3 点があげられる。本市においては、各エリアに分散する観光資源、市が広域で

あるがゆえの周遊性の低さ、海外路線の撤退から3点のどれもが発展途上である。しかし、

ビジネスを含めた交流人口が多く、ビジターズインダストリーが成立している本市だから

こそ、この 3点の磨き上げを行うことで、更なる観光振興が可能であると考えている。 

●３ 本市の観光振興における課題

市内外共に「北九州市＝観光地」という認識がまだまだ希薄である 

市内外で本市の「観光資源」に対する認識にギャップがある 

-GPS 調査 

①調査概要 

・市内に６０分以上滞在している方に対して携帯電話のオート GPS で自動的に取られてい

る位置情報データを用い市内での行動ルートや滞在時間等の行動実態を把握した 

②サンプル数 

・３，０００サンプル 

※ビジネス客と考えられる来訪者は極力除外 

③調査結果から見える課題 

・市内を５つのエリアに分けて訪問割合を調査

したところ、 

b：小倉北区・戸畑区のみ来訪した者が   

２７．７２％と一番多かった。また、１エリ

アしか訪問していない割合を合計すると 

（a＋b＋c＋d＋e）８２．７９％にもなる。 

・エリア間の周遊はほとんどされていない。 

特定の訪問先以外のエリアにも観光資源が

あるという事が認知されていない可能性が

考えられる。 

「着地型」「広域連携」「インバウンド」を主とした観光モデル 
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-GAP（ギャップ）調査 

①調査概要 

・市外の方に対して市内の観光資源に対する「認知度」「興味度」を調査し消費者のニーズ

を明らかにした 

②サンプル数 

・１，０００サンプル（ＧＰＳ調査の結果を踏まえ下記のとおり割付） 

※福岡（３０％）、大分・山口県（各２０％）、中四国・関西・首都圏（各１０％） 

-地域力診断調査 

①調査概要 

・北九州市在住者や出身者に対して市内の観光資源に対する「認知度」「興味度」「推薦度」

を調査することで本市の強みや課題を把握した 

②サンプル数 

・１，０００サンプル 本市在住者及び出身者で市外在住者（各５００サンプル） 

なお、GAP 調査及び地域力診断調査はワーキンググループで選定された市内にある５４個

の観光資源を対象に実施された 

③調査結果から見える課題 

・市外在住者には各々の観光資源に対して「興味があるか・ないか」を、市内在住・出身

者には各々の観光資源に対して「推薦したいか・したくないか」について聞いた結果、興

味のある観光資源と推薦したい観光資源にはギャップがありニーズに則した観光誘客が

出来ていない可能性がある事が分かった。 

【興味度・推薦度調査】 ＧＡＰ調査結果
地域力診断
推薦度

１位 関門ふぐ 37.1% １位 70.5%

２位 関門海峡花火大会 33.0% ４位 55.1%

３位 小倉牛 31.9% 28位 25.1%

４位 門司港レトロ 31.7% ２位 69.3%

５位 豊前海一粒かき・カニ 30.9% 21位 31.6%

６位 関門海峡 28.3% ３位 66.6%

７位 焼きカレー 26.5% 19位 34.6%

８位 豊前本ガニ 26.0% 39位 18.7%

９位 皿倉山 25.1% ９位 43.8%

10位 イカ 24.9% 33位 20.6%

「小倉牛」を例に見ると、市外在住者は興味がある観光資源として３位。 

市内在住・出身者は推薦したい観光素材として２８位。観光資源に対する認識に大

きなギャップがあることが分かる。 
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ＧＡＰ調査結果 地域力診断

11位 小倉城・小倉城庭園 20.3% ７位 49.2%

12位 かしわめし 19.0% ４位 53.1%

13位 北九州空港・スターフライヤー 18.7% 15位 40.4%

14位 平尾台・鍾乳洞（トレッキング） 18.4% 10位 43.7%

15位 小倉競馬場 16.3% 17位 38.4%

16位 若戸大橋・南海岸 14.8% 16位 40.0%

17位 バナナの叩き売り 14.3% 23位 32.4%

18位 小倉焼うどん 13.8% 14位 40.9%

19位 旦過市場 12.7% 9位 46.2%

20位 小倉祇園映画 12.5% 12位 41.6%

・市外在住者には各々の観光資源に対して「知っているか・いないか」を、市内在住・出

身者には各々の観光資源に対して「知られていると思うか・思わないか」聞いた結果、「関

門」をキーワードとするエリア・食や若戸大橋、小倉城・小倉城庭園などの認知度が高

い事が分かった。これらの知名度が高い地域資源＝北九州市が結びついておらず観光地

としての「北九州市」の認知度が低い事が分かった。 

【認知度調査】 ＧＡＰ調査結果 地域力診断

１位 関門海峡 56.7% 1位 63.6%

２位 スペースワールド 46.9% ５位 52.7%

３位 関門のふぐ 42.8% ３位 53.2%

４位 門司港レトロ 34.7% ６位 50.8%

５位 関門海峡花火大会 28.2% 13位 41.4%

６位 関門トンネル人道 27.5% 11位 42.3%

７位 若戸大橋 25.3% ２位 55.4%

８位 焼きカレー 24.9% 24位 32.1%

９位 皿倉山 21.7% ８位 47.8%

10位 関門連絡船 21.4% 22位 33.2%

「焼きカレー」を例に見ると、市内在住・出身者（２４位）が思っている以上に 

市外（８位）では認知されている事が分かる 
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Ⅲ 観光振興における基本方向 

●１ ありたい姿とコンセプト 

方向性検討会議およびワーキンググループでの意見を踏まえ、ありたい姿と

コンセプトについては以下のとおり設定することになった。 

ありたい姿～本計画終了時に北九州市が目指すべき姿～                 

コ ン セ プ ト ～ 観 光 振 興 に 取 り 組 む 根 本 的 な 考 え 方 ～

●２ ありたい姿とコンセプトを導き出した背景

近い将来「北九州市に観光にいこう！」と言われる観光都市になる 

歴史と文化のある５つの伝統を活かした観光テーマづくり 

～5つの歴史と文化をもつ北九州市が観光地であるということを内外共に打ち出す～

課題：市内外共に「北九州市＝観光地」という認識が希薄である 

期待：各エリアには観光客視点で見た時に魅力ある地域資源がたしかに存在している
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計画期間：6年間 

目標値：観光客数  ２,４６０万人（基準年：２０１１年次：２,２４２万人）

宿泊客数   １３０万人（基準年：２０１１年次：１１９万人）

観光消費額 ９７６億円（基準年：２０１１年次：８８８億円 ） 

観光地度  ４５％（２０１３年調査結果：３５．４％）

Ⅳ ありたい姿の実現に向けた計画期間と目標値

●１ 計画期間と目標値について 

６年間で本市が観光都市であることを確立する。次のタイミングでは東京オリンピック

開催を見据えながらプランの改定を視野に入れることになった。

指標については、従来の「観光客数」に加え新たに「観光消費額」「観光地度」を導入し、

２０１１年次を基準に上記目標値を設定した。 

●２ 目標値設定の趣旨と背景 

-観光客数 

・本市に訪れた観光客数の延べ人数 

-観光消費額 

・本市に訪れた観光客が、市内で消費した金額   ※「北九州市観光動態調査」より 
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-観光地度 

・本市の観光地としての認知度。他都市（政令指定都市および九州の主要都市）と比較す

ることで本市の観光地としての位置を把握する 
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Ⅴ ありたい姿を実現するための基本戦略とアクションプラン 

●１ 基本戦略とアクションプランの導き出し方について 

基本戦略については、各種現状把握調査結果を基にして、 

①ワーキンググループによるアクションプラン案出しと取り組み内容の優先順位付け 

②方向性検討会議による基本戦略の方向性策定とアクションプランの検討 

の手順にて導き出した。 

●２ 基本戦略の考え方と方向性 

■「ありたい姿」を実現するための基本戦略の方向性 

計画期間の６年間は日本において北九州市が観光都市であることを確立す

る期間である。次計画では東京五輪を見据えながら、国際観光都市を目指す。
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●３ 基本戦略に基づくアクションプラン 

●戦略１ 北九州市＝観光都市としてのブランディング〈都市イメージ〉 

【項目１】市内に向けた郷土愛醸成、おもてなし意識の醸成 

（１）「北九州市＝観光都市」に向けた市民意識の醸成 

   今回実施した現状把握調査で明らかになったように本市には確かに魅力的な地域資

源が数多くある。それらの地域資源を活かせるよう市民に知ってもらい、その良さ

を発信してもらう方法を検討していく。 

（２）「北九州市＝観光都市」につながる「郷土愛」の醸成 

   遊び、楽しみながら本市の歴史・文化を学ぶ「北九州ふるさとかるた」の活用や市

民の手で魅力的な地域資源の情報を発信するウェブサイト「北九州市 時と風の博物

館」の運営、皿倉山・門司港レトロ地区・小倉城などへの社会見学、地元プロスポ

ーツの応援、観光ガイドブックの配布などを通して、まちへの誇りや愛着を育む。 

（３）「北九州市＝観光都市」につながる「おもてなし意識」の醸成 

「観光検定」の実施など市民のおもてなし意識を醸成する方法について検討してい

く。 

（４）産学官民が一体となった「にぎわい」の創出 

   本市のにぎわいづくりに貢献した市民や企業・団体（NPO 等）の活動（イベントな

ど）に対して表彰及び補助を行う仕組みを整備し「にぎわい」を創出する。 

【項目２】市外に向けたイメージプロモーションの実施 

（５）「北九州市＝観光都市」のイメージを市内外に発信 

インパクトのあるキャッチコピーやロゴなどを作成し、市政テレビやホームページ、

ポスター等でプロモーションを図る。また、制作に関してはプロデュースできる専

門家を活用するなど効果的な方法を検討していく。 

（６）ロケの誘致やテレビ取材・全国紙への掲載を通しての都市イメージの向上 

北九州フィルム・コミッションが実施している映画・テレビドラマのロケ誘致や全

国的に知名度の高い雑誌等への掲載を通して本市の知名度・都市イメージの向上を

図る。 
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（７）「環境技術」や「世界遺産候補」を通じた郷土愛の醸成及び知名度の向上 

   国内外から評価の高い「環境技術」・「海外水ビジネス」や世界文化遺産登録を目指

す「旧官営八幡製鐵所」など本市ならではの資源を市内外に発信する事で、郷土愛

の醸成や本市の知名度・都市イメージの向上を図る。

（８）プロスポーツ観戦と連動したイメージプロモーション活動の実施 

   Ｊ２のギラヴァンツ北九州と連携し、全国で開催される試合会場での観光情報等の

提供を行い、スタジアムでの試合観戦に併せた誘客活動を推進する。 

●戦略２ 北九州市ならではの地域資源の観光資源化〈資源の発掘・磨き上げ〉         

【項目１】近代化産業遺産やサブカルチャー観光など新規観光テーマの育成 

（９）北九州市ならではの「近代化遺産群」の観光資源化 

ユネスコ世界文化遺産に推薦された旧官営八幡製鐵所の関連施設を含む「近代化遺

産群」を本市ならではの観光資源として活用できるよう検討する。また、世界遺産

への登録推進と平行して地元の機運を醸成する為の情報発信を行う。 

（10）北九州市ならではの「サブカル観光」の新規育成 

北九州市漫画ミュージアムやあるある City、九州鉄道記念館等と連携しアニメやコス

プレ、鉄道など集客力のあるサブカルチャーを本市ならではの観光資源として育成

する。 

（11）北九州市ならではの「ウェルネス観光」の新規育成 

   多様化する観光ニーズの中でも健康増進につながる、山歩きや森林浴、ウォーキン

グ、サイクリングなどをメニュー化し、山と街が近い特性を活かしたモデルルート

の造成や環境整備を行う。また、温泉を有する日豊本線沿いの都市と連携したコー

スについても併せて検討する。 

（12）北九州市ならではの「ドボク観光」の育成 

   若戸大橋やひびきコンテナターミナル、尾倉ジャンクション等について外観のダイ

ナミックさを感じたり、普段は入れない場所を見学する「ドボク観光」を本市なら

ではの観光資源として育成していく。また、市民を対象とした魅力的な観光ガイド

の養成や「ドボク」を他の観光資源と組み合わせることで新たな旅行商品の造成を

働きかける。 
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（13）地元の人が気づいていない北九州市ならではの観光資源の発掘 

   酒屋の店頭で立ったまま酒を飲む「角打ち」などの文化や地域に根付く歴史、昔な

つかしい食堂街や商店街など、地元の人が気づいていないだけで観光客にとっては

関心や満足度が高くなりうる北九州市ならではの観光資源を発掘する。 

【項目２】産業観光・環境観光など本市ならではの特徴的な観光テーマの磨き上げ

（14）北九州市ならではの観光資源「産業観光」のさらなる磨き上げ 

本市の強みである「産業観光」を推進するため受け入れ協力事業所への働きかけや

予約システムの構築など、いつでも「産業観光」を身近に体験できる環境を整備す

る。また、今後建設される安川電機の「ロボット村」や歴史資料館やショールーム

等を集約した TOTOの「新複合施設（仮称）」等との連携についても検討していく。 

（15）北九州市ならではの「モノづくり」の歴史を活かした参加・体験プログラムの充実 

「モノづくり」の街の特性を活かし、工場見学やモノづくり体験教室など本市なら

ではの参加・体験プログラムを充実させる。それに加え環境・食・芸術・スポーツ

などの参加・体験プログラムも充実させることで本市の魅力を体感してもらう。 

（16）北九州市ならではの観光資源「環境観光」のさらなる磨き上げ 

   OECD からアジアでは初のグリーン成長都市に選定されるなど、本市の強みである

「環境」を活かした「環境観光」を推進するため案内ガイドの育成や、民間の観光

団体・企業と連携しプログラムの充実を図る。また「環境修学旅行」の誘致も引き

続き推進する。 

（17）北九州市のシンボル「小倉城」の魅力向上 

再建６０周年を迎えるにあたって、小倉城の展示・小倉城庭園のリニューアルの検

討及び小倉城周辺の魅力向上を図る。また、マスコットキャラクターの「とらっち

ゃ」を活用したＰＲやコスプレイベントの開催などについても検討する。 

（18）北九州市ならではの観光資源「平尾台」の魅力向上 

   日本三大カルストの「平尾台」のＰＲを図るため、イベントの開催や広報ツールの

製作、ジオパーク認定に向けた活動への支援などを行う。また、クロスカントリー

やトレイルランニング等の開催を通して観光にとどまらず、スポーツ振興・健康増

進を図る場として活用していく。 
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（19）北九州市ならではの観光資源「皿倉山」の魅力向上 

   「皿倉山」の魅力を向上・発信していくため、施設機能の統廃合やライブカメラの

設置等について検討していく。また、皿倉山健康ウォークの開催などを通して観光

に止まらず、健康増進を図る場として活用していく。 

（20）北九州市ならではの「夜型観光」のさらなる磨き上げ 

新たに日本夜景遺産に認定された高塔山・新日本三大夜景の皿倉山や工場夜景ツア

ー、ライトアップ等と角打ち・はしご酒など様々な観光資源を組み合わせることで、

北九州市ならではの「夜型観光」スタイルを確立する。また、夜景が楽しめるスポ

ットとして公共施設や民間施設などの活用についても検討する。 

（21）北九州市ならではの「グルメ観光」のさらなる磨き上げ 

   牡蠣小屋などのご当地グルメや、市内観光施設との共通クーポン券の整備について

民間事業者と検討する。また、食べ歩きや収穫体験などのプログラムの開発や、本

市グルメが味わえる飲食エリアのＰＲ方法・設置なども検討しリピーター増加や周

遊を促す。 

（22）北九州市ならではの「ロケ地観光」の磨き上げ 

   ロケ地マップの活用や旅行代理店へのプロモーションを通して、観光客の誘客を促

進する。 

【項目３】重点磨き上げエリアの設定：門司港レトロ・関門海峡など 

（23）門司港レトロをアートの発信拠点にするなどリニューアルの検討 

   大正浪漫が感じられる本市を代表する観光地「門司港レトロ」について、その特色

を活かし文化・芸術の発信拠点となる施設整備や夜間景観整備などにより更なる魅

力向上を図る。 

（24）門司港レトロの「食」のブランド化 

   門司港の名物グルメ「関門のふぐ」「門司港発祥焼きカレー」「豊前海一粒かき」等

が集合する「門司港レトログルメ博」の推進や「食」のブランド化を図る。 

（25）「関門」ブランドの磨き上げ 

   下関市と連携し、コンベンション誘致、関門連携ツアーの開発、「食」のブランド化

などを進める。また、関門人道トンネルの観光地化、サイクリングやウォーキング

に適したウェルネスロードの整備についても今後検討する。 
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（26）小倉都心部のにぎわいの創出 

   JR 小倉駅新幹線口や紫川周辺で開催されるイベントへの支援や誘致、北九州市漫画

ミュージアムやあるあるCity 等と連携した「サブカル観光」の育成、平成 28年度中

に完成を目指しているスタジアムの活用を通して小倉都心部のにぎわいを創出する。 

（27）東田地区の魅力向上 

   アミューズメント施設やいのちのたび博物館などの施設だけではなく環境ミュージ

アムなどの環境施設・技術が集積している強みを活かして、「学ぶ」と「遊ぶ」が体

験できる地区として継続したプロモーションを行う。また、八幡東田グリーングリ

ッド計画に基づき人が集まり交流できる公園を整備する。

（28）各エリアにある観光資源の魅力向上 

   自然や歴史・文化など各エリアの特色ある観光資源、「曽根干潟」「若松南海岸（若

松バンド）」「河内藤園」「長崎街道木屋宿」「吉祥寺の藤」「旧松本家住宅」などの魅

力向上を図る。 

●戦略３ セールスプロモーション戦略〈情報発信〉            

【項目１】ＳＮＳなど新規双方向メディアや既存マスメディアの戦略的活用 

（29）新規双方向メディアの活用 

   SNS や Youtube などの双方向メディアを活用した情報発信を行う。また、「サブカル

観光」育成の観点から漫画を活用したＰＲツールの作成やオンラインゲームなどと

のタイアップについても検討する。 

 ※SNS…Social Network Service（ソーシャル・ネットワーク・サービスの略）。代表的な

ものとして Facebook が挙げられる 

（30）テレビや雑誌・新聞等のメディアへのプロモーション 

ただのスポット案内ではなく、歴史や裏話などストーリー性をもたせた情報提供を

意識しながらマスコミへの継続的なセールスを実施する。また、観光だけではなく

本市の強みである「環境」などの切り口から全国区メディアへのプロモーション展

開も検討していく。 

（31）旅行会社へのセールスや観光キャンペーンなどによるプロモーション 

旅行会社へのセールス及び情報収集、観光キャンペーン等を通して「観光客の誘客」

や「旅行商品の造成」を働きかける。 
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【項目２】ＰＲ効果を高める北九州市観光大使やキャラクターの活用 

（32）観光大使や北九州市出身者などの有名人を活かした PR 

観光大使など知名度を最大限に活かしたＰＲを行うために、観光大使に情報を提供

する仕組みやＰＲ効果を高める方法について検討していく。 

（33）マスコットキャラクターを活用した PR 

   環境マスコットキャラクターの「ていたん」や人権の約束事運動マスコットキャラ

クター「モモマルくん」など、確認できるだけでも約 30体ものキャラクターがいる

本市の特徴を活かし、キャラクターの特色を活かしたイベントの開催や SNS での情

報発信などについて検討する。 

【項目３】北九州市ならではのオンリーワン情報などの有効活用 

（34）北九州市の観光情報や画像等をデータベース化する 

マスコミや市内外の方が情報を検索しやすいように著作権フリーで使用できる広報

宣伝用観光素材画像集や土産物・イベント情報などを一元的に発信できる仕組みを

検討する。また、本市の観光資源情報を集約し旅行会社へのプロモーションにも活

用していく。 

（35）北九州市ならではのオンリーワン情報の抽出・発信 

   本市ならではのオンリーワン（日本初・日本一など）情報を抽出・整理し発信する。

時には、日本一を競って他都市と共同しての PRも行うなど本市の魅力を発信する機

会を増やしていく。 

（36）北九州市ならではの土産物の磨き上げ 

   本市ならではの土産物の開発意向のある事業者を対象に、商品開発に必要な勉強会

の開催や、情報発信、販路拡大についての専門家の派遣などを行う。また、観光客

が、本市の様々な土産物を一箇所で購入できる仕組みづくりについても検討する。 

【項目４】東九州自動車道沿線や来訪者意向を踏まえたターゲットエリアの明確化 

（37）北九州市民へのプロモーション強化 

   市民も観光旅行者として捉え、区ごとに多数あり、情報の取得が困難な市内イベン

ト情報などを整理し発信を強化していく。また、市民自身が本市の魅力を体感でき

るように市民向けのツアーの実施についても検討する。 



18 

（38）福岡市へのプロモーション強化 

   市政テレビやラジオ等のマスメディアでの情報発信や観光キャンペーンだけではな

く、都市規模、地理的に一番のターゲットとなりうる福岡市での新たなプロモーシ

ョン方法について検討し、本市への誘客を図る。 

（39）東九州自動車道開通を見据えたプロモーションの強化・連携 

   東九州自動車道開通を見据え、九州観光都市連盟を活用した情報交換や、観光案内

所の相互活用による情報発信、関西・中国エリアでの共同キャンペーンの実施など

東九州エリアの主要都市等と連携を進めながら、域内の交流観光客の増加及び他地

域からの誘客を図る。 

（40）中長距離・広範囲ターゲットへの集中した観光プロモーションの推進 

産業・環境観光、サブカルチャーなど本市ならではの観光情報に「ひと・ものがた

り」を付加する事を意識しながら関東や関西エリアへの旅行代理店のセールス、観

光キャンペーンを実施することで本市への誘客や旅行商品の造成を働きかける。 

●戦略４ おもてなしの充実〈受け入れ体制の整備〉        

【項目１】観光関連団体などとの連携による観光推進体制の強化 

（41）観光推進体制の強化 

   観光振興を推進するために、観光機能の集約を図る。また、観光情報の収集・発信、

案内機能やエージェントからの相談業務を充実させる。さらに時代に応じた観光ニ

ーズに対応していくために現状把握調査を実施し施策を展開していく。 

（42）観光協会・行政・観光関連団体・企業との連携強化 

観光関連団体・企業・行政を対象にした研修会・情報交換会を通して、最新の観光

動向や課題・ニーズを共有し、継続的にアクションプランの見直しを図ると共に職

員の人材育成を行う。 

【項目２】おもてなし人材の育成、組織的サポート 

（43）外国語を含む観光ボランティアガイド・コンシェルジュ等の育成 

   観光ボランティアガイドの研修や観光のプロを育成する「観光コンシェルジュ検定」

などを実施し、観光客のニーズに沿ったプランを提案できるスキルの向上を図る。 
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（44）通訳ボランティア登録制度導入 

ボランティア通訳を希望する市民の方をリストアップし観光案内所などでマッチン

グできる仕組みについて検討する。 

【項目３】案内機能など着地サービスの充実 

（45）主要駅からのアクセス情報の充実 

   観光客の市内への周遊を促すために観光案内所での案内機能や主要駅からの案内看

板等の充実を図る。 

（46）宿泊・飲食・交通事業者との連携 

   宿泊地や駅を起点にまち歩きを促すため、情報ツールの作成やスタンプラリーの実

施などの周遊しやすい環境を作る。また、まち歩きにとどまらず市内全域の周遊を

促進するため、観光関連施設も含めた割引制度や「公共交通１日フリー乗車券」の

活用を促す仕組みについても検討する。 

（47）バリアフリー観光情報の発信 

   市内のホテルや観光施設の調査を行い、バリアフリー観光情報を集約して発信する

ことで、本市への潜在的な旅行需要を喚起する。 

●戦略５ ＭⅠＣＥ戦略〈都市型集客〉

【項目１】ＭIＣＥの誘致体制の強化 

（48）国際会議・学会などコンベンションの誘致強化 

   キーパーソンをターゲットにした誘致活動や、開催決定に至る強い誘引力となるコ

ンベンション開催助成金などを引き続き実施していく。さらに、同テーマのイベン

トと学会を同時期に開催するなど集客方法について検討していく。 

 ※コンベンション…博覧会や見本市、シンポジウムなど大規模な催し 

（49）本市ならではのアフターコンベンションやユニークベニューの検討 

   本市ならではのアフターコンベンションを提案できるよう、本市の観光資源や来訪

者のニーズを収集しプロモーション用ツールの作成などを検討する。また、ユニー

クベニューについては、小倉城や小倉城庭園などの活用について検討していく。 

 ※アフターコンベンション…コンベンションの後の催しや懇親会 

 ※ユニークべニュー…歴史的建造物や公的空間等で、会議・レセプションを開催するこ

とで特別感や地域特性を演出できる会場 
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（50）インセンティブツアー（企業などの研修旅行、奨励旅行）への取り組み 

   旅行会社や主催者へ本市の魅力を十分に伝えられるよう仕組みづくりを行い、積極

的なプロモーションを行う。 

（51）都市間連携や官民一体によるＭⅠＣＥ推進体制の構築 

   コンベンションや観光産業に携わる企業・団体や市内の大学と連携・情報の共有を

図りＭⅠＣＥを推進していく。また、都市間連携を強化し情報収集などに取り組む。 

 ※ＭⅠＣＥ…企業等の会議（Meeting）、企業等の行う報奨・研修旅行（Incentive Travel）、

国際機関・団体、学会が行う国際会議（Convention）、展示会・見本市、イ

ベント（Exhibition/Event）の頭文字のことであり、多くの集客交流が見込

まれるビジネスイベントなどの総称 

（52）展示場機能の充実 

   西日本総合展示場のＭⅠＣＥ機能の充実やにぎわい機能の強化のための活用方策に 

ついて検討を行う。 

（53）ＭⅠＣＥ分野の人材育成 

   ホテルや旅行会社などの民間企業における研修会の実施等、ＭⅠＣＥ分野の人材育

成を支援すると共に、大学や専門学校とも連携した人材育成を図る。 

（54）行政における全庁的取り組み 

   ＭⅠＣＥ振興について、海外や国内の様々な事業において、ＭⅠＣＥにおける情報

発信を行うため推進本部を設置する等、全庁的な取組みを推進し、積極的なシティ

セールスを展開する。 

【項目２】環境・グルメなどテーマ別ＭⅠＣＥの誘致促進 

（55）「産業」をテーマとしたＭⅠＣＥの誘致促進 

   「産業観光」や「近代化産業遺産」、「工場夜景」など本市ならではの強みを活かし

たＭⅠＣＥの誘致促進を図る。 

（56）「環境」をテーマとしたＭⅠＣＥの誘致促進 

これまで培ってきたモノづくりの技術や環境国際協力の実績、国内外のネットワー

クなど本市ならではの強みを活かし、海外を含めた視察の受け入れなどＭⅠＣＥの

誘致促進を図る。 



21 

（57）「サブカルチャー」をテーマとしたＭⅠＣＥの誘致促進 

北九州市漫画ミュージアムやあるある City、九州鉄道記念館等と連携を図りアイド

ル・アニメ・コスプレ・鉄道など「サブカルチャー」をテーマとしたＭⅠＣＥの誘

致促進を図る。 

（58）「グルメ」をテーマとしたＭⅠＣＥの誘致促進 

   平成２６年１０月に開催される「全国餃子サミット＆全国餃子祭り」など、全国的

にも知名度の高いイベントの誘致・開催の支援をするなど、継続的に「グルメ」を

テーマとしたＭⅠＣＥの誘致促進を図る。 

（59）既存の集客活動の継続的な推進 

ユネスコ無形文化遺産候補に挙がった戸畑衹園などの伝統的な祭や博物館・美術館

で開催される企画展、音楽・スポーツイベントなど各地域で開催されている行事や

催し物について引き続き支援を行う。また、本市をホームタウンとするプロスポー

ツチーム「ギラヴァンツ北九州」などの試合観戦などを通じて、スポーツによる街

の活性化、賑わいの創出を図る。 

●戦略６ インバウンド戦略〈東アジアからの誘客〉       

【項目１】案内機能強化や環境整備による受入れ体制の充実 

（60）情報インフラの整備 

外国人観光客に分かりやすい市内マップやグルメ情報などを充実させ外国語版ホー

ムページや冊子に掲載していく。さらにＳＮＳを活用した情報発信などについて検

討するなど積極的に本市の魅力を発信していく。 

（61）観光案内所の案内機能の充実 

外国人観光客が安心して観光できるよう、指差し会話等の活用や案内所スタッフへ

「おもてなし意識」の醸成を図る。 

（62）快適な旅行の環境整備 

外国人観光客が安心して観光できるよう観光関連施設の外国語表記の設置や各国の

文化・風習に合わせた受け入れ体制を整備する。また、誘致について付加価値を高

めるため、市内観光施設やホテル等に無線ＬＡＮの導入を促す。 
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（63）外国人観光客も体験できる文化講座メニューの充実 

   武道・茶道などの日本文化の体験や角打ち・バナナの叩き売りなどの本市ならでは

の観光資源を提案する。また、外国人観光客も気軽に参加できる文化講座メニュー

を充実し、旅行時に日本文化の体験を求めている海外の旅行者へＰＲする。 

（64）外国人観光客誘致のための情報収集 

   外国人観光客を誘致するため、国際旅行展出展における一般市民アンケートの実施

や情報発信力の大きいパワーブロガー招請による観光施設の体験などから外国人観

光客の本市観光に関する意見収集に加え、ディスカッション形式「クール北九州市」

の実施について SNSや動画配信を含め検討していく。 

 ※パワーブロガー…アクセスが多いブログを書いている人のこと 

 ※クール北九州市…NHKの BS 番組「クールジャパン」のような企画 

【項目２】ターゲットエリアを意識したプロモーションの展開 

（65）国際観光推進体制の強化 

市内の観光関連事業者等との官民一体組織である「北九州市国際観光推進協議会」

について、多様な外国人観光客のニーズに対応するため、幅広い業種の事業者への

参画を促すなど推進体制を強化する。 

（66）ターゲットを明確にしたプロモーション 

韓国・台湾など海外の旅行社、インセンティブツアー実施企業に対し積極的な誘致

を行う。また、現在も来北外国人の多い韓国・台湾・香港・中国といった既存市場

に加え、シンガポール・タイなど新たな市場に対するプロモーションを実施する。 

（67）東アジアからの観光客誘致を促進するための広域連携の強化 

   海外への「産業観光」「環境観光」「サブカルチャー」パッケージ商品の開発及び PR

を実施する。また、九州観光推進機構や四都市（鹿児島市、熊本市、福岡市）交流

連携事業など広域連携による観光客誘致を促進する。 

（68）東アジア経済交流推進機構や姉妹友好都市との観光交流の促進 

   海外の都市の中でも親しみが感じられる東アジア経済交流推進機構の会員都市やア

ジアを中心とした姉妹友好都市の双方の市民が双方の都市を訪れ観光をするなど観

光交流を深める。 



23 

（69）クルーズ客船や航空機チャーター便などの誘致 

キーパーソンをターゲットとした誘致活動や他港と連携した国内外船社、代理店へ

の営業活動を行い国内外クルーズ客船の寄港やチャーター便のさらなる誘致を行う。

また、クルーズ客船の寄港時にイベントやお出迎えへの市民参加を促すことでクル

ーズ客船寄港の定期化を図る。さらに、福岡市に寄港する大型クルーズ船の日帰り

ツアー商品の企画販売についても関係各社にＰＲする。 
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Ⅶ 施策の実施主体及び取組期間○○○○○○○○○○○○

アNo ＮＯ アクションプラン 前期 後期 行政 民間 市民

1 ・市内にある地域資源を市民に知ってもらえる方法の検討 ○ ○

2 ・「北九州ふるさとかるた」を通した郷土愛の醸成 ○ ○

3 ・「北九州市 時と風の博物館」の運営を通した郷土愛の醸成 ○ ○

4 ・皿倉山、門司港レトロ地区、小倉城などへの社会見学を通した郷土愛の醸成 ○ ○ ○

5 ・地元プロスポーツの応援を通した郷土愛の醸成 ○ ○ ○

6 ・観光ガイドブックの配布 ○

7 ・「観光検定」の実施などおもてなし意識を醸成する方法の検討 ○ ○ ○

8 ・にぎわいづくりに貢献した市民や企業等の表彰及び補助を行う仕組みの整備 ○

9 ・キャッチコピーやロゴなどの作成や、専門家を活用するなどの効果的な方法の検討 ○ ○

10 ・市政テレビやホームページでのプロモーション ○

11 ・映画・テレビドラマのロケ誘致を通した知名度・都市イメージの向上 ○

12 ・全国的に知名度の高い雑誌等への掲載を通した知名度・都市イメージの向上 ○

13 ・「環境技術」の情報発信を通した郷土愛の醸成や本市の知名度・都市イメージの向上 ○

14 ・「海外水ビジネス」の情報発信を通した郷土愛の醸成や本市の知名度・都市イメージの向上 ○

15 ・世界遺産登録を目指す「旧官営八幡製鐵所」の情報発信を通した郷土愛の醸成や本市の知名度・都市イメージの向上 ○

16 ・全国で開催される試合会場での観光情報の提供を通してスタジアムへの誘客を図る ○ ○ ○

■「北九州市＝観光都市」につながる「おもてなし意識」の醸成

■プロスポーツ観戦と連動したイメージプロモーション活動の実施

4
■産学官民が一体となった「にぎわい」の創出

5
■「北九州市＝観光都市」のイメージを市内外に発信

6
■ロケの誘致やテレビ取材・全国紙への掲載を通しての都市イメージの向上

7

■「環境技術」や「産業革命遺産」を通じた郷土愛の醸成及び知名度の向上

8

　北九州市観光振興プランのアクションプラン一覧　

戦略１　北九州市イコール観光都市としてのブランディング

1
■「北九州市＝観光都市」に向けた市民意識の醸成

2

■「北九州市＝観光都市」につながる郷土愛の醸成

3

17 ・近代化遺産群を観光資源として活用していくための検討 ○ ○

18 ・世界遺産への登録推進と平行して地元の機運を醸成する為の情報発信 ○

19 ・漫画ミュージアムやあるあるCityなどと連携しアニメなどを観光資源として育成する ○ ○ ○

20 ・九州鉄道記念館等と連携し鉄道などを観光資源として育成する ○ ○

21 ・山歩きや森林浴、ウォーキング、サイクリングができるモデルルートのの造成 ○ ○

22 ・山歩きや森林浴、ウォーキング、サイクリングができる環境整備 ○ ○

23 ・温泉を有する日豊本線沿いの都市と連携したコースの検討 ○

24 ・「ドボク観光」を観光資源として育成する ○ ○

25 ・他の観光資源と組み合わせることで新たな旅行商品の造成を働きかける ○

26 ・観光客にとっては関心や満足度が高くなりうる観光資源の発掘 ○ ○ ○

27 ・受け入れ事業所への働きかけや予約システムの構築などの環境整備 ○ ○

28 ・安川電機の「ロボット村」やTOTOの「新複合施設（仮称）」等との連携の検討 ○ ○

29 ・工場見学やモノづくり体験教室の充実 ○ ○

30 ・環境・食・芸術・スポーツなどの参加体験プログラムの充実 ○ ○

31 ・案内ガイドの育成 ○ ○

32 ・民間の観光団体・企業と連携したプログラムの充実 ○ ○

33 ・環境修学旅行の誘致 ○

34 ・小倉城の展示、小倉城庭園のリニューアルや周辺の魅力向上などの検討 ○ ○

35 ・「とらっちゃ」を活用したPRやコスプレイベントの開催の検討開催などの検討 ○ ○ ○

36 ・平尾台でのイベントの開催や広報ツールの製作 ○

37 ・ジオパーク認定に向けた活動への支援 ○ ○ ○

38 ・クロスカウントリーやトレイルランニング等の開催を通したスポーツ振興・健康増進 ○ ○ ○

15

■北九州市ならではの「モノづくり」の歴史を活かした参加・体験プログラムの充実

戦略２　北九州市ならではの地域資源の観光資源化

9
■北九州市ならではの「近代化遺産群」の観光資源化

10
■北九州市ならではの「サブカル観光」の新規育成

11

■北九州市ならではの「ウェルネス観光」の新規育成

12

■北九州市ならではの「ドボク観光」の育成

13
■地元の人が気づいていない北九州市ならではの観光資源の発掘

14
■北九州市ならではの観光資源「産業観光」のさらなる磨き上げ

16

■北九州市ならではの観光資源「環境観光」のさらなる磨き上げ

17
■北九州市のシンボル「小倉城」の魅力向上

18

■北九州市ならではの観光資源「平尾台」の魅力向上
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39 ・施設機能の統廃合やライブカメラの設置等についての検討 ○

40 ・皿倉山健康ウォークの開催などを通した健康増進 ○ ○

41 ・夜景、工場夜景ツアーなど様々な観光資源の組み合わせることで新たな「夜型観光」スタイルを確立する ○ ○

42 ・公共施設や民間施設などの活用について検討 ○

43 ・牡蠣小屋などのご当地グルメと観光施設の共通クーポン券の整備について民間事業者と検討する ○ ○

44 ・食べ歩きや収穫体験などのプログラムの開発 ○ ○

45 ・本市グルメが味わえる飲食エリアのPR方法や設置などの検討 ○ ○

46 ・ロケ地マップの活用 ○

47 ・旅行代理店へのプロモーション ○

48 ・門司港レトロのリニューアル ○ ○

49 ・文化、芸術の発信拠点となる施設整備の検討 ○ ○

50 ・夜間景観の整備についての検討 ○ ○

51 ・門司港レトログルメ博の推進 ○ ○ ○

52 ・門司港グルメの「食」のブランド化 ○ ○

53 ・下関と連携したコンベンション誘致 ○

54 ・下関と連携した関門連携ツアーの開発 ○ ○

55 ・下関と連携した「食」のブランド化 ○ ○

56 ・サイクリングやウォーキングに適したウェルネスロードの整備についての検討 ○

57 ・JR小倉駅新幹線口や紫川周辺で開催されるイベントへの支援や誘致 ○

58 ・「サブカル観光」の育成を通した小倉都心部のにぎわいの創出 ○ ○

59 ・スタジアムの活用した小倉都心部のにぎわいの創出 ○ ○

60 ・「学ぶ」と「遊ぶ」が体験できる地区として継続したプロモーション ○

61 ・八幡東田グリーングリッド計画に基づく人が集まり交流できる公園の整備 ○

62 ・自然や歴史・文化など各エリアの特色ある観光資源の魅力向上 ○ ○ ○

■北九州市ならではの「グルメ観光」のさらなる磨き上げ

22

■北九州市ならではの「ロケ地観光」の磨き上げ

23

■門司港レトロをアート発信拠点にするなどリニューアルの検討

24

19
■北九州市ならではの観光資源「皿倉山」の魅力向上

20
■北九州市ならではの「夜型観光」のさらなる磨き上げ

21

27

■東田地区の魅力向上

28
■各エリアにある観光資源の魅力向上

■門司港レトロの「食」のブランド化

25

■「関門」ブランドの磨き上げ

26

■小倉都心部のにぎわいの創出

63 ・SNSなどの双方向メディアを活用した情報発信 ○ ○ ○

64 ・漫画を活用したPRツールの作成やオンラインゲームなどとのタイアップの検討 ○

65 ・テレビや雑誌、新聞等のマスコミへのセールス活動 ○

66 ・旅行会社へのセールス、情報収集を通して「観光客の誘客」や「旅行商品の造成」を働きかける ○

67 ・観光キャンペーンを通して「観光客の誘客」や「旅行商品の造成」を働きかける ○

68 ・観光大使に情報を提供する仕組みづくり ○

69 ・観光大使を活かしたＰＲ効果を高める方法の検討 ○

70 ・マスコットキャラクターの特色を活かしたイベントの開催の検討 ○ ○ ○

71 ・マスコットキャラクターの特色を活かしたSNＳでの情報発信の検討 ○

72 ・著作権フリーで使用できる広報宣伝用観光素材画像集の作成 ○

73 ・お土産・イベント情報などを一元的に発信できる仕組みづくりの検討 ○ ○

74 ・オンリーワン（日本初・日本一など）情報の抽出・整理・発信 ○ ○

75 ・日本一を競っての他都市と共同したPR ○ ○

76 ・事業者を対象とした、商品開発の勉強会の開催や情報発信、販路拡大について専門家の派遣などを行う ○

77 ・本市の土産物を一箇所で購入できる仕組みづくりの検討 ○ ○

78 ・区ごとにある市内イベント情報の整理し発信の強化 ○

79 ・市民向けのツアーの実施の検討 ○

80 ・市政テレビやラジオ等のマスメディアでの情報発信や観光キャンペーンの実施 ○

81 ・福岡市での新たなプロモーション方法についての検討 ○

■北九州市ならではのオンリーワン情報の抽出・発信

戦略３　セールスプロモーション戦略

29
■新規双方向メディアの活用

30
■テレビや雑誌・新聞等のメディアへのプロモーション

31
■旅行会社へのセールスや観光キャンペーンなどによるプロモーション

32
■観光大使や北九州市出身などの有名人を活かしたPR

33
■マスコットキャラクターを活用したＰＲ

34
■北九州市の観光情報や画像等をデータベース化する

35

36
■北九州市ならではの土産物の磨き上げ

37
■北九州市民へのプロモーション強化

38
■福岡市へのプロモーション強化
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85 ・観光機能の集約 ○

86 ・観光情報の収集・発信、案内機能やエージェントからの相談業務の充実 ○ ○

87 ・研修会・情報交換の開催を通した観光動向等の共有、アクションプランの見直し、人材育成 ○ ○

88 ・観光ボランティアガイドを対象とした研修の実施 ○ ○

89 ・観光のプロを育成する「観光コンシェルジュ検定」の実施 ○ ○

90 ・ボランティア通訳を希望する方のリストアップ及びマッチングできる仕組みについての検討 ○ ○

91 ・観光案内所での案内機能の充実 ○

92 ・主要駅からの案内看板等の充実 ○ ○

93 ・情報ツールの作成やスタンプラリーの実施など周遊しやすい環境づくり ○ ○

94 ・観光関連施設の割引制度の導入の検討 ○ ○

95 ・公共交通１日フリー乗車券の活用を促す仕組みづくりの検討 ○ ○

96 ・市内のホテルや観光施設の調査を行い、バリアフリー観光情報を集約し発信する ○ ○

97 ・キーパーソンをターゲットにした誘致活動 ○

98 ・コンベンション開催助成金の継続的実施 ○

99 ・同テーマのイベントと学会を同時期に開催するなど集客方法についての検討 ○ ○

100 ・本市の観光資源や来訪者のニーズを収集しプロモーション用ツールの作成などの検討 ○

101 ・小倉城や小倉城庭園などの活用について検討 ○ ○

102 ・旅行会社や主催者へ本市の魅力を十分に伝えられる仕組みづくり、積極的なプロモーション ○

103 ・コンベンションや観光産業に携わる企業・団体や市内の大学との連携・情報共有を図る ○ ○

104 ・都市間連携を強化した情報収集 ○

105 ・西日本総合展示場のMＩCE機能の充実やにぎわい機能の強化のための活用策の検討 ○ ○

106 ・ホテルや旅行会社など民間・大学などMICE分野の人材育成を図る ○ ○

107 ・MICE推進本部の設置等全庁的な取り組みを推進する ○

108 ・「産業観光」や「近代化産業遺産」、「工場夜景」などの強みを活かしたMICEの誘致促進 ○ ○

109 ・モノづくりの技術や環境国際協力の実績などを活かし、海外を含めた視察の受け入れなどMICEの誘致促進 ○

110 ・アイドル、アニメ、コスプレ、鉄道などをテーマとしたMICEの誘致促進 ○ ○

111 ・全国的に知名度の高い「食」のイベントの誘致・開催支援など、「グルメ」をテーマとしたMICEの誘致促進 ○ ○

112 ・祭や行事、イベントへの継続的な支援 ○

113 ・プロスポーツなどの試合観戦を通じた賑わいの創出 ○ ○ ○

戦略４　おもてなしの充実

41
■観光推進体制の強化

42
■観光協会・行政・観光関連団体・企業との連携強化

50
■インセンティブツアー（企業などの研修旅行、奨励旅行）への取組み

43
■外国語を含む観光ボランティアガイド・コンシェルジュ等の育成

44
■通訳ボランティア登録制度導入

45
■主要駅からのアクセス情報の充実

46

■宿泊・飲食・交通事業者との連携

47
■バリアフリー観光情報の発信

戦略５　ＭＩＣＥ戦略

48

■国際会議・学会などコンベンションの誘致強化

49
■本市ならではのアフターコンベンションやユニークベニューの検討

57
■「サブカルチャー」をテーマとしたMICEの誘致促進

58

51
■都市間連携や官民一体によるMICE推進体制の構築

52
■展示場機能の充実

53
■MICE分野の人材育成

54
■行政における全庁的な取り組み

55
■「産業」をテーマにしたMICEの誘致促進

56
■「環境」をテーマにしたMICEの誘致促進

■「グルメ」をテーマとしたMICEの誘致促進

59
■既存の集客活動の継続的な推進

82 ・九州観光都市連盟を活用した情報交換や観光案内所の相互活用による情報発信 ○

83 ・関西・中国エリアでの共同キャンペーンの実施 ○

84 ・関東や関西エリアへの旅行代理店へのセールス、観光キャンペーンを実施することで旅行商品の造成を働きかける ○

39
■東九州自動車道開通を見据えたプロモーションの強化・連携

40
■中長距離・広範囲ターゲットへの集中した観光プロモーションの推進

114 ・市内マップやグルメ情報などを充実させ外国語版ホームページや冊子への掲載 ○ ○

115 ・ＳNSを活用した情報発信の検討 ○ ○

116 ・指差し会話等の活用や案内所スタッフへ「おもてなし意識」の醸成 ○ ○

117 ・観光関連施設の外国語表記の整備 ○

118 ・各国の文化・風習に合わせた受け入れ体制の整備 ○ ○

119 ・市内観光施設やホテル等に無線LANの導入を促す ○ ○

戦略６　インバウンド戦略

60
■情報インフラの整備

61
■観光案内所の案内機能の充実

62

■快適な旅行の環境整備
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120 ・武道、作動などの日本文化体験や角打ち・バナナの叩き売りなど本市ならではの観光資源を提案する ○ ○

121 ・外国人観光客が気軽に参加できる文化メニューを充実し、海外の旅行者へPRする ○

122 ・国際旅行展出展におけるアンケートの実施やパワーブロガー招請による継続的な意見収集 ○ ○

123 ・ディスカッション形式「クール北九州市」の実施についてSNSや動画配信を含めた検討 ○

124 ・北九州市国際観光推進協議会へ、幅広い事業者の参画を促す ○

125 ・インセンティブツアー実施企業に対し、積極的な誘致を行う ○

126 ・既存市場に加え、シンガポール・タイなどの新たな市場に対するプロモーションを実施する ○

127 ・海外への「産業観光」「環境観光」「サブカルチャー」パッケージ商品の開発及びPR ○ ○

128 ・四都市（鹿児島市、熊本市、福岡市）交流連携事業などによる広域連携の促進 ○

129 ・東アジア経済交流推進機構の会員都市など双方の市民が双方の都市を訪れ観光交流を深める ○

130 ・キーパーソンをターゲットとした誘致活動や他港と連携した営業活動を実施し誘致する ○

131 ・寄港時にイベントやお出迎えの市民参加を促し、クルーズ客船寄港の定期化を図る ○ ○

132 ・福岡市に機構する大型クルーズ船の日帰りツアー商品の企画販売 ○

63
■外国人観光客も体験できる文化講座メニューの充実

64

67
■東アジアからの観光客誘致を促進するための広域連携の強化

68
■東アジア経済交流推進機構や姉妹友好都市との観光交流の促進

69

■クルーズ客船や航空機チャーター便などの誘致

■外国人観光客誘致のための情報収集

65
■観光推進体制の強化

66
■ターゲットを明確にしたプロモーション
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【参考】観光客数について 

１ 調査基準の変更 

 昭和６３年次から実施してきた「北九州市観光動態調査」について、平成２３年次から

調査基準を変更し、国（観光庁）が策定した「観光入込客統計に関する共通基準」（以下、

共通基準という）に準じて調査を実施することとなった。 

２ 共通基準の観光客数 

 ・「観光地点」と「行祭事・イベント」を訪れた観光客数（延べ数）の合計 

 ・「観光地点」を訪れた観光客数（実数） 以上、２つの指標で表す 

  観光地点とは 

  観光客を集客する力のある施設または観光活動の拠点となる地点 

  ※従来の「通年型観光客」の概念に近い 

  行祭事・イベントとは 

  歴史的催し、祭りまたは常設、特設の会場で行われる博覧会・見本市など 

３ 従来調査との主な変更点 

従来調査 共通基準 

●調査地点は過去の調査実績のある施設のみ 

※新規施設開設の場合のみ追加

●観光地点に数値基準を設定の上、自然、歴史など

幅広いジャンルについて調査地点を追加設定 

※年間１万人以上、若しくは特定月５千人以上が条件 

●「通年型」を観光入込客数と捉える 

※行祭事（上位１０）・イベント（上位５）

を参考標記 

●「観光地点（通年型）」「行祭事・イベント

（季節型）」が総観光入込客数となる 



29 


